
●
サ
ニ
ー
を
探
し
て

　

二
〇
一
一
年
四
月
、
三
一
重
工
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
二
億
ド
ル
を
投
じ
て
建

設
機
械
の
現
地
生
産
を
始
め
る
と
発
表

し
た
。

　

三
一
重
工
は
、
中
国
湖
南
省
を
本
拠

と
す
る
世
界
第
九
位
の
建
設
機
械
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
。
英
語
名
を
サ
ニ
ー
と
い

う
。
日
本
で
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
発
生
時
に
、「
大
キ
リ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
背
の
高
い
大
型
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ポ
ン
プ
車
を
放
水
用
に
無
償
で

提
供
し
、
一
躍
有
名
に
な
っ
た
。

　

サ
ニ
ー
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
進
出
発
表

か
ら
一
年
後
、
私
は
思
い
立
っ
て
サ

ニ
ー
を
訪
ね
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、
首
都
ジ
ャ
カ
ル

タ
市
内
の
事
務
所
の
住
所
と
、
郊
外
に

建
設
さ
れ
た
工
場
の
写
真
が
載
っ
て
い

る
。
だ
が
、
何
度
電
話
し
て
も
応
答
が

な
い
。
仕
方
が
な
い
の
で
事
務
所
の
住

所
を
探
し
探
し
行
く
と
、
な
ん
と
そ
こ

は
洗
濯
物
が
所
狭
し
と
干
し
て
あ
る
庶

民
的
ア
パ
ー
ト
だ
っ
た
。
守
衛
さ
ん
は

「
中
国
人
が
二
人
い
た
け
ど
、最
近
引
っ

越
し
た
」
と
い
う
。
運
よ
く
携
帯
電
話

番
号
が
残
っ
て
い
た
。

　

数
時
間
後
、
私
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
中
心

部
の
一
等
地
に
聳そ

び

え
立
つ
超
高
層
ビ
ル

の
四
二
階
に
い
た
。
住
居
兼
事
務
所

だ
っ
た
ア
パ
ー
ト
と
は
え
ら
い
違
い
で

あ
る
。
応
対
し
て
く
れ
た
の
は
、
サ

ニ
ー
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
シ
ナ
リ
ー

社
の
ナ
ン
バ
ー
2
、
エ
リ
ッ
ク
・
フ
ー

販
売
部
長
。
二
〇
一
一
年
末
に
開
所
し

た
見
晴
ら
し
の
い
い
オ
フ
ィ
ス
に
は
、

上
海
か
ら
の
単
身
赴
任
だ
と
い
う
二
〇

人
も
の
中
国
人
社
員
た
ち
が
黙
々
と
働

い
て
い
た
。

●
五
番
目
の
海
外
拠
点
に

　

エ
リ
ッ
ク
部
長
は
熱
く
語
る
。「
サ

ニ
ー
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
、
イ
ン
ド
、

ア
メ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ド
イ
ツ
に
次

ぐ
五
番
目
の
海
外
生
産
拠
点
に
す
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
世
界
第
四
位
の
人

口
が
あ
り
、
い
ま
経
済
成
長
期
を
迎
え

て
い
る
。
多
島
国
家
だ
か
ら
港
湾
の
需

要
が
大
き
い
。
道
路
の
建
設
需
要
も
伸

び
る
。
都
市
部
の
ビ
ル
需
要
も
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
拠
点
に
し
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
」
と
。

　

エ
リ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
市
場
で
は
、
世
界
最
大
手
で
あ
る
米

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
、
日
本
の
コ
マ
ツ
と
の

厳
し
い
競
争
が
予
想
さ
れ
る
と
い
う
。

　

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
と
コ
マ
ツ
は
、
そ
れ

ぞ
れ
ト
ラ
キ
ン
ド
、
ア
ス
ト
ラ
と
い
う

現
地
の
有
力
パ
ー
ト
ナ
ー
と
一
九
七
〇

年
代
か
ら
手
を
組
ん
で
、
全
国
に
販
売

網
を
張
り
巡
ら
せ
て
い
る
。
現
地
生
産

も
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
合
弁
で
一
九
八
〇

年
代
に
始
め
て
い
る
。

　

だ
が
、
サ
ニ
ー
は
現
地
で
有
力
合
弁

パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
す
つ
も
り
は
な
い
。

あ
く
ま
で
一
〇
〇
％
自
社
出
資
で
、

デ
ィ
ー
ラ
ー
を
指
定
し
て
全
国
に
販
売

す
る
方
針
だ
。「
中
国
で
も
、
省
ご
と

に
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
置
い
て
販
売
し
て
い

る
。
省
に
よ
っ
て
は
人
口
が
一
億
人
を

超
え
る
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
も
二
〜
三
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
を

活
用
し
て
販
売
で
き
る
」。
彼
ら
の
参

照
軸
は
常
に
中
国
本
国
に
あ
る
の
で
、

ス
ケ
ー
ル
が
違
う
。

　

そ
の
本
国
の
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
市
場

で
、
長
年
に
わ
た
っ
て
最
大
の
シ
ェ
ア

を
握
っ
て
い
た
の
は
コ
マ
ツ
だ
っ
た
。

「
我
々
は
コ
マ
ツ
か
ら
多
く
を
学
ん
で

き
た
。
製
造
技
術
だ
け
で
な
く
、
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ま
で
も
」。
だ
か
ら
、

二
〇
一
一
年
に
初
め
て
中
国
市
場
で
サ

ニ
ー
が
一
位
に
な
っ
た
と
は
い
っ
て

も
、「
コ
マ
ツ
を
ラ
イ
バ
ル
な
ど
と
い

う
の
は
、
お
こ
が
ま
し
い
。
世
界
を
み

れ
ば
、
サ
ニ
ー
は
ま
だ
子
供
み
た
い
な

も
の
だ
。
日
本
ブ
ラ
ン
ド
は
、
世
界
の

ど
こ
に
行
っ
て
も
優
れ
て
い
る
」
と
エ

リ
ッ
ク
は
い
う
。

　

彼
は
黒
竜
江
省
ハ
ル
ビ
ン
の
出
身
で

あ
る
。
上
海
で
工
学
修
士
号
を
修
め
、

す
ぐ
に
赴
任
し
て
き
た
二
〇
代
の
青
年

部
長
だ
。
赴
任
後
か
れ
こ
れ
一
年
に
な

る
が
、
あ
と
一
〜
二
年
ど
こ
ろ
か

「
ず
ー
っ
と
い
た
い
」
と
笑
う
。「
六
歳

の
時
か
ら
両
親
が
習
わ
せ
て
く
れ
た
」

英
語
を
流
暢
に
話
す
。
一
方
、
上
司
の

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　
― 

工
業
投
資
の
黎
明
、
な
る
か
？ 

―
佐
藤

百
合
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デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ
ウ
社
長
は
中
国
語

し
か
話
さ
な
い
。

　

海
外
に
進
出
し
て
い
る
名
の
知
れ
た

中
国
メ
ー
カ
ー
に
国
営
・
公
営
が
多
い

な
か
で
、
サ
ニ
ー
は
純
粋
な
民
間
企
業

で
あ
る
。
エ
リ
ッ
ク
た
ち
は
、
中
国
大
企

業
に
よ
る
初
め
て
の
対
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

民
間
直
接
投
資
の
先
兵
と
い
う
わ
け
だ
。

●
貿
易
偏
重
か
ら
直
接
投
資
へ

　

こ
れ
ま
で
中
国
と
の
経
済
関
係
は
、

も
っ
ぱ
ら
貿
易
に
偏
重
し
て
き
た
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て
は
中
国
製
の
廉

価
工
業
製
品
の
大
量
流
入
で
あ
る
。
中

国
は
、
二
〇
〇
八
年
に
日
本
を
抜
い
て

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
最
大
の
輸
入
相
手
国

に
な
っ
た
。
輸
入
総
額
二
六
二
億
ド
ル

（
二
〇
一
一
年
）
の
九
割
が
工
業
製
品

で
あ
る
。

　

一
方
、
中
国
か
ら
の
直
接
投
資
は
、

二
〇
〇
五
〜
二
〇
一
〇
年
の
六
年
間
の

累
計
で
一
八
億
ド
ル
入
っ
て
い
る
。
だ

が
、
そ
の
九
九
・
七
％
ま
で
が
鉱
業
に

集
中
し
て
い
る
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
銀
行

国
際
収
支
統
計
）。
中
国
か
ら
の
援
助

や
請
負
事
業
は
、
橋
や
発
電
所
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
建
設
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
〇
年
一
月
一
日
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
中
国
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
し
た
が
っ
て
関
税
が

ゼ
ロ
に
な
る
と
、
中
国
製
輸
入
品
の
洪

水
は
勢
い
を
増
し
た
。
こ
れ
で
は
も
う

太
刀
打
ち
で
き
な
い
と
、
国
内
の
業
界

団
体
が
悲
鳴
を
あ
げ
た
。
政
府
や
国
会

に
陳
情
に
来
た
の
は
、飲
食
品
、縫
製
品
、

靴
と
い
っ
た
軽
工
業
分
野
の
業
界
団
体

だ
け
で
は
な
い
。
家
具
、
化
粧
品
、
タ

イ
ヤ
か
ら
、
電
気
電
子
、
農
機
、
自
動

車
部
品
、
石
油
化
学
、
鉄
鋼
に
い
た
る

ま
で
、
実
に
幅
広
い
業
種
に
お
よ
ん
だ
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
、
二
〇
〇
以

上
の
品
目
に
つ
い
て
ゼ
ロ
関
税
の
延
期

を
中
国
政
府
に
申
し
入
れ
、
合
わ
せ
て

工
業
分
野
の
直
接
投
資
を
増
や
し
て
ほ

し
い
と
伝
え
て
い
る
。

　

サ
ニ
ー
が
投
資
を
発
表
し
た
の
は
、

ち
ょ
う
ど
そ
う
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ

た
。
二
〇
一
一
年
に
は
、
続
い
て
ハ
イ

ア
ー
ル
が
進
出
し
た
。
世
界
の
白
物
ブ

ラ
ン
ド
家
電
市
場
で
最
大
の
シ
ェ
ア
を

誇
る
ハ
イ
ア
ー
ル
は
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

が
買
収
し
た
三
洋
電
機
の
日
本
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
洗
濯
機
・
冷

蔵
庫
事
業
を
再
買
収
し
た
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
サ
ン
ヨ
ー
の
生

産
会
社
と
販
売
会
社
を
ハ
イ
ア
ー
ル
が

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。

　

二
〇
一
二
年
に
な
る
と
、
世
界
第
四

位
の
セ
メ
ン
ト
・
メ
ー
カ
ー
、
中
国
安

徽
省
の
海
螺
水
泥
が
進
出
を
発
表
し
た
。

パ
プ
ア
と
南
カ
リ
マ
ン
タ
ン
に
総
額
一

二
億
ド
ル
を
投
資
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三

〇
〇
万
ト
ン
、
二
五
〇
万
ト
ン
の
セ
メ

ン
ト
工
場
を
建
設
す
る
。
港
湾
や
道
路

な
ど
も
合
わ
せ
て
整
備
す
る
と
い
う
。

●「
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
か

　

し
か
し
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ヒ
ダ
ヤ
ッ

ト
工
業
大
臣
は
不
満
を
隠
さ
な
い
。「
中

国
人
は
次
々
と
大
臣
室
に
や
っ
て
来
て

は
威
勢
の
い
い
話
を
す
る
。
で
も
、
あ

れ
は
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
だ
け
だ
」。

　

た
し
か
に
サ
ニ
ー
の
エ
リ
ッ
ク
部
長

に
会
っ
た
時
、「
ウ
ェ
ブ
に
載
っ
て
い

た
工
場
は
」
と
訊
く
と
「
あ
あ
、
あ
れ

は
ま
だ
」
と
涼
し
い
顔
を
し
て
い
た
。

「
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
は
確
保
し

た
。
だ
が
、
ま
だ
建
設
は
始
ま
っ
て
い

な
い
。
今
は
と
に
か
く
完
成
品
の
輸
入

に
大
忙
し
だ
」
と
い
う
。
サ
ニ
ー
・
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
二
〇
一
二
年
の
一
〜

三
月
だ
け
で
前
年
通
年
の
五
〇
台
を
上

回
る
七
〇
台
の
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
や
港

湾
設
備
を
輸
入
し
た
。

　

勃
興
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
市
場
を
目

の
前
に
し
て
、
中
国
企
業
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
貿
易
で
い
く
か
、
直
接
投
資
に

踏
み
切
る
か
、
そ
の
選
択
を
迫
ら
れ
る

場
面
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

受
入
れ
国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側

は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
輸
入
関
税
を
か

け
て
輸
入
代
替
投
資
を
促
す
と
い
う
手

段
を
今
は
も
う
持
っ
て
い
な
い
。

　

お
そ
ら
く
直
接
的
な
影
響
力
を
も
つ

の
は
為
替
レ
ー
ト
だ
ろ
う
。
今
後
、
元げ

ん

高だ
か

が
漸
進
的
に
進
ん
で
い
く
な
ら
ば
、

エ
リ
ッ
ク
部
長
が
現
地
組
立
て
の
シ
ョ

ベ
ル
カ
ー
を
売
る
日
も
、
そ
れ
ほ
ど
遠

い
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。

（
さ
と
う　

ゆ
り
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
次
長
）

パワーショベルの模型を手にするサニー現地法人のエ
リック・フー販売部長（左）とデイヴィッド・リウ社長
（筆者撮影）

サニーの現地事務所は職住一体のア
パートから一等地の新ビル42階へと「進
化」した（筆者撮影）
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